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　玉城町にある就労継続支援 B 型事業所「たまき末芳園」は、昭和 60 年より地域の障がい者の方に軽作業を
提供し、職業、生活などの訓練を行う心身障害者小規模授産施設としてスタートしました。利用者の方々は家
族的な環境のもと、作業を通じてお互い助け合うことの大切さや、働くこと、健康で過ごせることの喜びを感
じていらっしゃいます。主にＵＶ印刷機やレーザー加工機を使用して木工小物を制作し、作品を販売しています。

た

まき
末芳園

た

まき
末芳園のの

みなさんみなさん

地域の人々の応援を受けながら、みんなで頑張っています！地域の人々の応援を受けながら、みんなで頑張っています！

サンタに
なって大

はしゃぎ
！

サンタに
なって大

はしゃぎ
！

仲間がいると安心です
仲間がいると安心です

ふれあいバザーで私た
ちの作品を販売しまし

た
ふれあいバザーで私た

ちの作品を販売しまし
た 積極的に外へ出て活動しています

積極的に外へ出て活動しています
笑顔を忘れず元気に！笑顔を忘れず元気に！
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第68回 三重県社会福祉大会第68回 三重県社会福祉大会特
集

去る令和元年 10 月 16 日（水）、三重県総合文化センター中ホールで、三重県の社会福祉に貢献された方々の顕彰
と社会福祉の更なる発展を期して、三重県社会福祉大会が開催されましたので、そのときの内容についてお届けします。

市町名 氏　名
津 市 市 川　 律 子
津 市 今 井　 啓 子
津 市 太田 千枝子
津 市 岡　　 勝 治
津 市 畑 地　　 勉
津 市 細 石　 健 治
津 市 森 田　 弘 子
津 市 山 中　 貞 子
四日市市 笠 原　 玲 子
四日市市 加 藤　 裕 久
四日市市 古 澤　 敏 子
四日市市 堀内 きぬ子

市町名 氏　名
四日市市 村 山　 久 子
伊 勢 市 古 﨑　 昌 保
伊 勢 市 小 林　 初 美
伊 勢 市 橋 本　 清 美
伊 勢 市 橋本 さち子
伊 勢 市 水 谷　 典 子
松 阪 市 大西 幸代子
桑 名 市 伊 藤　 繁 雄
桑 名 市 黒 田　 幸 美
桑 名 市 橋 本　 貴 子
鈴 鹿 市 里 見　　 力
鈴 鹿 市 田 畑　 博 美

市町名 氏　名
鈴 鹿 市 野田 うた子
鈴 鹿 市 宮 里　 祐 史
鈴 鹿 市 宮 本　 佳 宥
名 張 市 奥 田　 眞 智
名 張 市 森 川　 淳 子
熊 野 市 井奥 つな子
熊 野 市 中井 マサ子
熊 野 市 森村 かず子
伊 賀 市 伊 藤　　 功
伊 賀 市 東 平　 和 己
伊 賀 市 本 田　 基 久
東 員 町 小 川　 隆 生

市町名 氏　名
東 員 町 三 林　 孝 夫
大 台 町 村 田　 順 二
大 紀 町 中 西　 満 子
紀 北 町 坂 田　 三 也
紀 北 町 長 井　 征 資
紀 北 町 山 本　 和 子
紀 宝 町 曽 越　　 勲
紀 宝 町 竹鼻 佳珠生
紀 宝 町 田 中　 啓 一

民 生委員・児童委員功労者　民生委員・児童委員の現職にあって、多年にわたり、社会福祉の増進に貢献し、その功績が顕著な方

市町名 氏　名 所属先
津 市 植 村　 裕 樹 長谷山寮
津 市 上 山　 宣 子 特別養護老人ホーム慈宗院
津 市 釜 森　 智 久 津長谷山学園
津 市 駒田 恵美子 特別養護老人ホーム報徳園
津 市 瀬 野　 須 弥 デイサービスセンター報徳園
津 市 樋廻 勢都子 三重保育院乳児保育所
津 市 平 賀　　 恵 児童養護施設なないろ
四日市市 谷 口　 早 苗 特別養護老人ホームサテライトみなと
四日市市 山 本　 陽 子 青山里会ヘルパーステーション

第二小山田特別養護老人ホーム
四日市市 渡 邉　 善 八 社会福祉法人徳寿会
伊 勢 市 真 野　 裕 文 ルーベンハイム志摩
松 阪 市 板庭 久美子 飯南たんぽぽ保育園
松 阪 市 辻　　 利 文 社会福祉法人清翠会
桑 名 市 猪 飼　　 悟 特別養護老人ホームいこい
桑 名 市 伊藤 かより 特別養護老人ホームいこい

老人デイサービスセンターいこい
桑 名 市 酒 井　 由 香 老人デイサービスセンターいこい
鈴 鹿 市 上 村　 俊 明 社会福祉法人けやき福祉会

市町名 氏　名 所属先
鈴 鹿 市 髙木 悠己子 特別養護老人ホームルーエハイム
鈴 鹿 市 中 尾　 謙 二 ケアハウスソレイユ
名 張 市 杼 村　 一 義 地域小規模児童養護施設若葉
名 張 市 夏秋 えり子 こども支援センターかがやき
名 張 市 福永 かほる 名張市立錦生保育所
尾 鷲 市 大 川　 貴 子 尾鷲第一保育園
尾 鷲 市 岡　　 瑞 代 尾鷲第二保育園
尾 鷲 市 鳥 飼　 芳 美 尾鷲第三保育園
尾 鷲 市 平 山　 千 賀 尾鷲第四保育園
尾 鷲 市 三鬼 さと子 尾鷲乳児保育園
亀 山 市 辻　　 健 次 川崎愛児園
志 摩 市 嶋 田 晴 美 志摩養護老人ホーム花園寮
志 摩 市 前 田　 晴 美 志摩福祉センター
志 摩 市 三橋 智江美 志摩特別養護老人ホーム才庭寮
伊 賀 市 稲 田　 恵 子 ヴェルデ・ヴェルデドゥ
伊 賀 市 島田 恵美子 長田保育園
伊 賀 市 髙岡 ひとみ 児童クラブウイングうえの
玉 城 町 小林 しのぶ 玉城町立有田保育所
玉 城 町 下 村　 惠 子 玉城町立外城田保育所

社 会福祉法人・福祉施設功労者　社会福祉施設の現職にあって、多年にわたり、社会福祉の増進に貢献し、その功績が顕著な方

市町名 氏　名 所属先
津 市 木村 加代子 津市母子父子寡婦福祉会（津支部）
津 市 西田 すゞ子 津市母子父子寡婦福祉会（久居支部）
津 市 吉 田　 巖 夫 津市老人クラブ連合会
四日市市 藤 田　 一 樹 四日市市社会福祉協議会
伊 勢 市 阪 井　 正 樹 伊勢市社会福祉協議会
伊 勢 市 中 村　 将 純 伊勢市社会福祉協議会
伊 勢 市 馬 瀬　 清 美 伊勢市社会福祉協議会
鈴 鹿 市 河 北　　 律 鈴鹿市社会福祉協議会
鈴 鹿 市 柴 田　 晃 志 鈴鹿市社会福祉協議会
鈴 鹿 市 中 川　 義 文 鈴鹿市社会福祉協議会

市町名 氏　名 所属先
鈴 鹿 市 西 居　　 明 鈴鹿市社会福祉協議会
鈴 鹿 市 樋 口　 径 子 鈴鹿市社会福祉協議会
鈴 鹿 市 古 市　 真 弘 鈴鹿市社会福祉協議会
名 張 市 田 中　 源 一 名張市身体障害者互助会
名 張 市 藤 田　 昌 世 名張市社会福祉協議会
名 張 市 峯 林　 摩 実 名張市社会福祉協議会
名 張 市 山 本　　 晃 名張市身体障害者互助会
名 張 市 吉 矢　 寿 香 名張市社会福祉協議会
紀 北 町 城　　 恭 子 紀北町社会福祉協議会

社 会福祉協議会・民間団体功労者　社会福祉団体の現職にあって、多年にわたり、社会福祉の増進に貢献し、その功績が顕著な方

✿ 三重県社会福祉協議会会長表彰・感謝 ✿

市町名 氏　名
津 市 大 西　　 壽
多 気 町 中 野　　 勇

社 会福祉協助者・団体（感謝）
　　 社会福祉活動に積極的に協力し、特に顕著な功績があった個人及び団体

市町名 団体名
玉 城 町 絵手紙サークル ゆずりは会

（注）民生委員・児童委員功労者 47 名の内、氏名の掲載についてご同意いただいた方のみ掲載しています。
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✿ 三重県共同募金会会長表彰・感謝 ✿

市町名 氏　名
津 市 野 崎　 清 彦
鈴 鹿 市 藤 田　　 充
鈴 鹿 市 南 出　 宗 一

市町名 地区／団体名
津 市 津市安濃地区民生委員児童委員協議会
津 市 津市芸濃地区民生委員児童委員協議会
伊 勢 市 朝熊町自治会
伊 勢 市 城田団地自治会
伊 勢 市 豊浜地区民生委員児童委員協議会
松 阪 市 松阪更生保護女性の会
松 阪 市 松阪市母子寡婦福祉会
亀 山 市 亀山市民生委員児童委員協議会連合会
亀 山 市 三重県立亀山高等学校
熊 野 市 熊野市立新鹿小・中学校
熊 野 市 育生地区社会福祉協議会
南伊勢町 押渕区
南伊勢町 古和浦区
南伊勢町 飯満区

市町名 氏　名
菰 野 町 平 井　　 滿
紀 宝 町 西　　 洋 美
紀 宝 町 橋本 キヨ子

共 同募金運動奉仕功労者
　　 共同募金運動の推進に貢献し、その功績が特に顕著な奉仕者

共 同募金運動優良地区・団体
　　 共同募金運動が特に優秀な地区及び団体

市町名 氏　名／団体名
津 市 臼井　幹生
津 市 堀　　元昭　　
津 市 ＪＡグループ三重
津 市 セントヨゼフ女子学園高等学校中学校
津 市 津ライオンズクラブ
四日市市 櫻井　司朗
四日市市 佐治　　三
四日市市 清家　伊津子　
四日市市 種田　節子   　
四日市市 新田　孝三
四日市市 松井　久昂
四日市市 四日市学生吹奏楽連盟
四日市市 四日市更生保護女性の会
四日市市 四日市市老人クラブ連合会
四日市市 四日市ロータリークラブ
伊 勢 市 森見　由美子
松 阪 市 クラギ株式会社
桑 名 市 岡田　康宏
桑 名 市 桜井　完次

市町名 氏　名／団体名
桑 名 市 桑名精工株式会社従業員一同
鈴 鹿 市 鈴木　保子
鈴 鹿 市 呑み処たこ処たこの助
名 張 市 大場　成樹　
名 張 市 寺田　伊三男
名 張 市 スガコー建設株式会社
名 張 市 名賀地区労働者福祉協議会
名 張 市 名張市佛教会
名 張 市 名張ライオンズクラブ
名 張 市 名張ロータリークラブ
いなべ市 株式会社水貝製作所
伊 賀 市 稲森　宣裕
伊 賀 市 田中　宏明
伊 賀 市 山川　公郎
伊 賀 市 伊賀ふるさと農業協同組合
大 台 町 福島　　玉
玉 城 町 ギャラリーボナール
名古屋市 社会福祉法人中日新聞社会事業団

共 同募金運動篤志寄付者・団体（感謝）　共同募金に多額の篤志寄付をされた個人及び団体

（注）篤志寄付者 134 名（個人106 名・法人等 28 団体）の内、感謝状受領及び氏名の掲載についてご同意いただいた個人・団体のみ掲載しています。

市町名 団体名
津 市 津市立芸濃中学校生徒会
伊 勢 市 株式会社ぎゅーとら　コア店
伊 勢 市 株式会社ぎゅーとら　神田久志本店
松 阪 市 Boulangerie ままごと

市町名 団体名
松 阪 市 清水製茶
松 阪 市 お菓子工房Ｍ
熊 野 市 株式会社主婦の店　熊野店

共 同募金運動特別協力功労者（感謝）　共同募金運動の推進に特に顕著な功績があった団体

三重の赤い羽根賞
氏　名 団体名

藤 田　　 愛 三重県立飯野高等学校

三重県知事賞
氏　名 団体名

宮 本　 奈 実 三重県立桑名西高等学校

三重県議会議長賞
氏　名 団体名

細 渕　 ま ゆ セントヨゼフ女子学園高等学校

三重県教育委員会賞
氏　名 団体名

エクェオバ ロズメリー マリア 津市立朝陽中学校

三重県社会福祉協議会長賞
氏　名 団体名

上 松　 浩 二 菰野町

努力賞
氏　名 団体名

倉 田　 美 雪 セントヨゼフ女子学園高等学校
石 神　 陽 花 三重県立桑名高等学校
岡　　 歩 未 鈴鹿市立創徳中学校
平 野　 晄 成 桑名市立多度東小学校
河 村　 ル ミ 伊勢市

三 重の赤い羽根共同募金バッジデザイン表彰　赤い羽根共同募金、三重県をイメージした優れた作品をデザインされた方
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講　演講　演

子どもとつなぐ　これからの地域づくり

地
域
・
職
場
・
親
族
と
の
付
き
合

い
が
普
段
か
ら
少
な
く
、
放
っ
て
お

く
と
自
然
と
バ
ラ
バ
ラ
に
な
る
現
代

の
暮
ら
し
。
孤
立
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
ど
う
す

れ
ば
自
然
な
形
で
人
が
出
会
い
つ
な

が
っ
て
い
く
の
か
。
あ
る
民
間
企
業

の
「
地
元
に
愛
着
が
あ
る
か
」
と
い

う
ラ
ン
キ
ン
グ
で
47
都
道
府
県
の
う

ち
最
下
位
と
い
う
埼
玉
県
で
、
人
が

出
会
う
場
を
つ
く
り
だ
す
活
動
を
し

て
い
る
西
川
正
さ
ん
に
そ
の
取
り
組

み
を
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

埼
玉
で
民
生
委
員
を
経
験

み
ん
な
誰
か
と
話
が
し
た
い

私
は
、
１
９
６
７
年
に
建
設
さ
れ
た

「
昭
和
の
団
地
」
に
住
ん
で
い
ま
す
。
い

ま
高
齢
化
率
が
45
％
を
超
え
て
い
ま
す
。

数
年
前
、
そ
の
団
地
で
民
生
委
員
を
や

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
３
４
０
世

帯
が
担
当
で
、
う
ち
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
は
93
人
、
75
歳
以
上
は
20
世
帯
。

訪
問
を
す
る
中
で
「
お
金
が
な
い
」「
息

子
が
働
か
な
い
」
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
悩

み
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。「
生
き
て
い
て

も
仕
方
が
な
い
」
と
お
っ
し
ゃ
る
方
も

い
て
、
切
な
さ
を
覚
え
ま
し
た
。

子
育
て
支
援
に
も
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
は
か
つ
て
は
、「
地
域
の
暮
ら
し

の
中
で
、
育
つ
も
の
」
で
し
た
。
し
か
し

高
度
成
長
の
中
で
、「
家
族
だ
け
で
、
育

て
る
」も
の
に
な
り
、さ
ら
に
近
年
は「
専

門
業
者
に
（
お
金
を
出
し
て
）
育
て
て
も

ら
う
も
の
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。
子
育
て

は
家
族
で
だ
け
で
頑
張
る
、
と
い
う
傾
向

は
強
く
な
る
一
方
で
す

地
域
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
中
で
、

い
つ
も
感
じ
て
き
た
の
は
「
世
代
を
問
わ

ず
、
み
ん
な
が
自
分
の
話
を
聞
い
て
欲
し

い
と
思
っ
て
い
る
」と
い
う
こ
と
で
し
た
。

便
利
な
暮
ら
し
と
引
き
か
え
に
、
知
ら
ず

し
ら
ず
の
う
ち
に
私
た
ち
が
失
っ
て
き
た

時
間
で
す
。
誰
が
悪
い
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
、暮
ら
し
方
の
問
題
で
す
。
そ
こ
で
、

自
然
と
人
と
人
が
交
じ
り
合
う
場
を
デ
ザ

イ
ン
し
、
出
会
う
場
を
暮
ら
し
の
中
に
埋

め
込
む
こ
と
が
で
き
た
ら
、
と
考
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

他
人
同
士
が
出
会
う
機
会
を

気
軽
に
楽
し
め
る
遊
び
の
中
で

私
の
活
動
の
一
つ
と
し
て
、路
上
に「
こ

た
つ
」
を
置
い
て
遊
び
の
場
を
つ
く
る
活

動
が
あ
り
ま
す
。
こ
た
つ
の
近
く
に
べ
ー

ゴ
マ
を
置
け
ば
、
シ
ニ
ア
の
方
が
子
ど
も

の
頃
を
懐
か
し
む
よ
う
に
ト
ラ
イ
し
て
く

れ
ま
す
。
ほ
か
に
も
路
上
で
巨
大
な
オ
セ

ロ
や
将
棋
、
ト
ラ
ン
プ
や
書
道
な
ど
を
し

て
お
り
ま
す
と
、
た
た
ま
た
通
り
が
か
っ

た
老
若
男
女
の
初
対
面
の
人
が
自
然
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
始
め
る
の
で

す
。
今
の
子
ど
も
た
ち
は
約
束
し
た
子
と

し
か
遊
ば
な
い
た
め
、
知
ら
な
い
人
と
出

会
う
機
会
や
自
発
的
な
行
動
を
得
る
機
会

が
と
て
も
少
な
い
の
で
す
。
路
上
で
の
遊

び
で
は
、
普
段
、
話
す
こ
と
の
な
い
人
と

の
交
流
や
、
子
ど
も
の
自
発
性
を
見
い
だ

す
機
会
に
も
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
15
年
前
に
は
じ
め
た
、
焚
き

火
を
囲
む
こ
と
を
通
じ
て
仲
間
づ
く
り
を

す
す
め
る
「
お
と
う
さ
ん
の
ヤ
キ
イ
モ
タ

イ
ム
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
好
評
で
す
。
地

域
で
は
不
在
に
な
り
が
ち
な
お
父
さ
ん

も
、
近
所
の
子
ど
も
た
ち
や
親
た
ち
と
顔

見
知
り
に
な
る
と
地
域
へ
の
愛
着
が
湧
い

て
き
ま
す
。ま
ず
共
に
遊
び
食
べ
る
こ
と
、

そ
れ
が
関
係
を
つ
く
っ
て
き
ま
す
。
全
国

に
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
「
子
ど
も
食
堂
」
も

同
じ
考
え
方
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

い
ま
特
に
力
を
入
れ
て
と
り
組
ん
で
い

る
活
動
が
「
ト
ー
ク
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
」

と
い
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。
輪
に

な
っ
て
、
向
か
い
あ
っ
た
相
手
と
、
お
題

に
あ
わ
せ
て
１
分
間
話
を
す
る
も
の
で
、

１
問
ご
と
に
相
手
を
か
え
て
い
き
ま
す
。

中
学
校
で
大
人
と
子
ど
も
が
一
対
一
で
話

す
場
や
、
仮
設
住
宅
に
住
む
被
災
者
や
オ

レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
（
認
知
症
カ
フ
ェ
）
で
も

実
施
し
て
い
ま
す
。
人
見
知
り
で
も
、
た

く
さ
ん
話
を
し
て
く
れ
ま
す
。
自
分
と
同

じ
よ
う
な
人
ば
か
り
と
話
す
環
境
や
、
多

く
の
世
代
と
話
す
機
会
の
な
い
人
に
は
、

新
た
な
出
会
い
や
異
な
る
考
え
を
得
る

き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
す
。

あ
り
が
と
う
を
互
い
に
言
え
る

相
互
関
係
の
中
で
自
尊
心
を

「
ね
ぇ
き
い
て
、た
の
し
い
こ
と
。
ね
ぇ

き
い
て
、
か
な
し
い
こ
と
。
わ
た
し
の
す

き
な　
ば
し
ょ
」。
こ
の
言
葉
を
書
い
た

の
は
、あ
る
小
学
生
で
す
。「
ね
ぇ
」と
言
っ

た
時
に
「
な
ぁ
に
」
と
応
え
て
く
れ
る
人

が
い
な
け
れ
ば
、人
は
誰
し
も
不
安
で
す
。

子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
ど
の
世
代
に
も
必

要
な
の
で
す
。

団
地
の
高
齢
者
や
被
災
者
の
「
生
き
て

い
て
も
仕
方
が
な
い
」
と
の
言
葉
の
裏
に

は
、
誰
に
も
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ
て

も
ら
っ
て
い
な
い
と
い
う
日
常
の
暮
ら
し

が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
支
援
を
受
け

つ
つ
、
自
分
も
誰
か
の
役
に
立
つ
。
自
分

を
必
要
と
し
て
く
れ
る
人
、
待
っ
て
い
て

く
れ
る
人
が
い
る
。「
あ
り
が
と
う
」
と

互
い
に
言
え
る
よ
う
な
関
係
性
を
誰
も
が

必
要
と
し
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

人
と
人
が
自
然
に
出
会
え
る
社
会
に
す

る
に
は
、ど
う
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
。

暮
ら
し
方
が
変
わ
り
約
50
年
、
初
め
て
問

わ
れ
る
問
題
で
す
。
一
つ
一
つ
私
も
試
し

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
活
動
の
中
で
良
い

事
例
を
私
に
教
え
て
い
た
だ
け
た
ら
う
れ

し
い
で
す
。

学童保育指導員、出版社、NPO 支援センターを経て、2005 年に
ハンズオン埼玉を設立。「おとうさんのヤキイモタイム」キャンペー
ンをはじめ、さまざまな市民参加型のまちづくりのプロデュース
に関わる一方、まちづくりや子育て支援の研修等の講師やファシ
リテーターとして活動。保育所保護者会、小学校 PTA、民生委員
など地元での活動多数。

西川　正 氏
特定非営利活動法人ハンズオン！
埼玉　常務理事

講師 Profile
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　今日、わが国は、少子高齢化の進展による人口減少社会に突入し、地域における福祉課題、生活課題の複雑化、多様化にとどまらず、共同体であ
る地域の持続への懸念も生じており、今後の社会福祉のあり方について、岐路に立たされています。
　このような状況を踏まえ、国においては、2040 年を展望した社会保障制度改革が議論され、すべての人びとの安全・安心のために、様々な改革
が進められています。とりわけ、社会福祉分野においては “ 地域共生社会の実現 ” を基本コンセプトに、地域を基盤とした包括的な相談支援体制の整
備や、地域の多様な主体が参画し、地域住民一人ひとりが暮らしと生きがいを共に創っていく仕組みづくりを図っているところです。
　一方、本年も、九州や関東で台風や大雨などの災害が発生し、発災直後の住民に寄り添った支援活動はもちろん、被災地では現在でも継続的な生
活支援活動などが行われています。
　私たち社会福祉関係者は、あらためて、“ 誰もが、住み慣れた地域で、安心して暮らし続けることができる地域をつくっていく ” という地域福祉の
理念の重要性を確認し、日々の研鑽を積み重ねていかなければなりません。そして、共に議論し、新たな地域福祉のあり方を模索しながら、その向
上に努めていかなければなりません。
　本日、ここに第 68 回三重県社会福祉大会が開催されるにあたり、人びとの福祉ニーズや地域の生活課題に対して真摯に向き合い、力を合わせて
対応し、地域共生社会の実現に向け、注力することを固く誓い、ここに宣言します。

令和元年 10 月 16 日　　第 68 回三重県社会福祉大会

大　会　宣　言

地域福祉には絶対に必要な存在、民生委員の活動に理解と共感を

知人から依頼され、当時は民生委員とは何をするのかもよくわからないま
ま引き受けました。それから 6 年間務めさせていただき、今では地域福祉のた
めに絶対に必要な制度だと確信しています。現在安濃地区には 24 名の民生委
員・児童委員がおり、地域の身近な相談相手として、支援を必要とする人を行
政や専門機関につなぐパイプ役を担っています。活動していくうちに、私たち
の住んでいる地区で何が起きているのか、何が必要とされているのかが見えて
きます。ぜひ多くの方に、民生委員を経験してもらいたいと思いますね。

津市安濃地区民生委員児童委員協議会

会長 久保田 仁 さん（津市）

今こそ福祉の原理を思い起こし、助け合い支え合っていく世界を

三重県職員として入庁した後、生活保護のケースワーカーとなったのを皮
切りに、一貫して福祉関連の道を歩んできました。介護保険制度の導入以降、
一部に効率や収益を求める風潮が強くなっているのが気がかりです。福祉に携
わる方は、今一度「福祉の原理」を思い起こしていただきたい。助け合う心、
支え合う力、これらは本来人間に備わっているものです。思いやりのある、お
おらかな世界へ。不寛容な時代を生きる我々にとって、このような福祉の理念
を広めていくことが、切に求められているのではないかと感じています。

社会福祉法人けやき福祉会

理事長 上村 俊明 さん（鈴鹿市）

三重県社会福祉協議会会長表彰　社会福祉法人・福祉施設功労者

三重県共同募金会会長表彰　共同募金運動優良地区・団体
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連　載

ふ
く
し

ふ
く
し
のの

職
場

取
りり

組
みみ

宣
言
宣
言

「働き方改革」として長時間労働の是正や多様な働き方が求められる中、三重県内の福祉の現
場においても、働きやすい職場環境づくりに向けて人材育成や環境改善など様々な取り組みがな
されています。本連載では、そのような取り組みを行っている福祉施設（法人）を紹介します。

 取り組み宣言　　永甲会は職員の要望に応え、
働きやすい職場をめざしていくことを誓います。

第 4 回　社会福祉法人　永甲会

き
っ
か
け

近
年
、
職
員
の
数
が
３
０
０
人

を
超
え
て
き
た
こ
と
に
加
え
て
他

職
種
か
ら
の
転
職
者
や
外
国
人
労

働
者
と
い
っ
た
多
種
多
様
な
人
材

が
増
え
、
今
後
も
増
加
し
て
い
く

こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
現
状
を
受
け
て
、
平
成
30
年

４
月
に
ど
の
職
員
に
も
必
要
な
知

識
、
技
術
が
得
ら
れ
る
新
た
な
体

制
作
り
を
始
め
、
現
場
の
声
を
届

け
ら
れ
る
各
事
業
所
の
サ
ブ
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
研

修
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
研

修
計
画
を
立
て
て
い
き
ま
し
た
。

人
材
育
成
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

法
人
内
で
大
切
に
し
て
い
る
研

修
と
し
て
、
法
人
理
念
研
修
が

あ
り
ま
す
。
理
事
長
自
ら
が
講

師
を
務
め
、
全
職
員
と
顔
を
あ

わ
せ
て
理
念
や
今
後
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
共
有
す
る
大
切
な
機
会
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し

て
こ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た
内
部
研

修
と
は
違
い
、
外
部
か
ら
講
師
を

呼
ん
だ
研
修
を
行
う
こ
と
と
し
ま

し
た
。
事
業
所
ご
と
に
研
修
費
用

と
し
て
予
算
を
割
り
当
て
、
各
事

業
所
で
職
種
を
問
わ
ず
必
要
な
研

修
を
勤
務
時
間
内
に
行
っ
て
い
ま

す
。
講
師
を
招
く
こ
と
で
職
員
が

よ
り
広
く
同
じ
情
報
を
共
有
す
る

こ
と
が
で
き
、
同
じ
目
的
、
目
標

を
持
ち
な
が
ら
業
務
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。さ

ら
に
、
新
規
採
用
・
中
途
採

用
者
に
対
し
て
は
法
人
の
理
念
、

介
護
の
基
本
的
な
技
術
等
を
研
修

で
学
ぶ
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

制
度
導
入
後
の
変
化

こ
う
し
た
環
境
が
生
ま
れ
た
こ

と
で
、
介
護
の
質
を
高
め
た
い
と

い
う
職
員
一
人
ひ
と
り
の
意
識
の

向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
個
人
や
チ
ー
ム
に

不
足
し
て
い
る
部
分
を
認
識
し
、

上
司
と
相
談
を
し
て
い
く
中
で
状

況
に
合
わ
せ
て
講
師
、
研
修
を
選

択
す
る
と
い
っ
た
次
に
繋
が
る
形

が
で
き
て
お
り
効
果
を
実
感
し
て

い
ま
す
。

今
後
に
つ
い
て

幅
広
い
人
材
が
い
る
た
め
、
す

べ
て
の
職
員
に
対
す
る
ケ
ア
は
難

し
い
で
す
が
、
法
人
の
理
念
や
福

祉
人
材
と
し
て
の
意
識
等
は
共
有

す
る
こ
と
を
今
後
も
心
掛
け
て
い

き
ま
す
。

ま
た
、
職
員
が
介
護
の
お
も
し

ろ
さ
、
楽
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
働

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
視
点
を

変
え
な
が
ら
、
現
場
の
声
に
耳
を

傾
け
な
が
ら
常
に
職
場
環
境
を
広

く
見
渡
す
意
識
を
持
ち
つ
づ
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

社会福祉法人　永甲会では、幅広い人材を受け入れ、職員のスキルに合わせた様々な研
修を行っています。今回は、同法人施設長補佐　野呂 高宏さん、法人管理本部人事教育部
長補佐　田中 宏さんにお話を伺いました。

法 　 人 　 名　社会福祉法人 永甲会
本 部 住 所　〒 510-0954　三重県四日市市釆女町字森ケ山 418-1
ホームページ　http://www.eiko-kai.jp/ こちらのＱＲコードからご覧いただけますこちらのＱＲコードからご覧いただけます

野呂施設長補佐 ( 左 ) と
田中部長補佐 ( 右 )

▲

▲外部講師による介護技術講習会

秦　一正　理事長
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iinformationnformation
生命保険協会三重県協会様から

「福祉巡回車２台」をご寄贈いただきました
　生命保険協会三重県協会様から、本会を通じて県内市町社会
福祉協議会に対して福祉巡回車２台ご寄贈いただきました。
　平成３年度から延べ 85 台ご寄贈いただいております。
　本年度は、南伊勢町・紀宝町の各社会福祉協議会へご寄贈い
ただきました。
　本年度もありがとうございました。

トヨタＬ＆Ｆ中部株式会社様から
「車いす 20 台」をご寄贈いただきました

　トヨタＬ＆Ｆ中部株式会社様から、本会を通じて県内障害者施
設等に対して車いすを 20 台ご寄贈いただきました。
　社会貢献活動の一環とし
て、平成 19 年度からご寄
贈いただいております。
　寄贈先施設代表として、
社会福祉法人三重ベタニヤ
特別養護老人ホーム アガ
ペホームが受取りました。
　本年度もありがとうござ
いました。

第 36 回三重ボランティア基金 チャリティーゴルフコンペを開催しました
　 三重ボランティア基金チャリティーゴルフコンペ（同コンペ実行委員会主催）を、11 月
12 日（火）、西日本セブンスリーゴルフクラブにて開催しました。90 人が参加し、参加費に
含まれる寄付金１人 2,000 円と、プレーの中で設定したチャリティーホールの寄付を合わせ、
266,500 円の寄付をいただきました。
　次回は、令和 2 年 6 月 12 日（金）に開催予定です。 

小川実行員長（右）から
寄付金を受け取る井村理事長（左）
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ありがとうメッセージありがとうメッセージ
心も一緒に届いています心も一緒に届いています

鈴鹿市社会福祉協議会（防災ネットワーク支援事業）

社会福祉法人名張育成会 児童発達支援センターどれみ

平成 29 年度一般配分

平成 30 年度 NHK 等歳末たすけあい配分

「鈴鹿市災害ボランティアセンター設置・運営訓練」を実施しました。

平成 30 年度で「鈴鹿市災害ボランティアセンター設置・運営訓練」は 6 回目
を迎えることとなりました。幸いにも鈴鹿市では、これまでセンターを立ち上げ
る規模の大きな災害に遭うことはありませんでしたが、毎年訓練を行い、災害時
には、いち早く災害ボランティアセンターを立ち上げ、復興に向けた迅速な対応
が取れるよう日頃から備えをしています。

皆さまからお寄せいただいた募金の一
部は、災害時に皆さまのお役に立てるよ
う準備をさせていただいております。あ
りがとうございました。

クリスマス会を開催しました。

児童発達支援事業を利用されている子どもたちと家族を対象にクリスマスを開
催し、53 組の家族に参加していただきました。

クリスマス会では、子どもたちの大好きなポップコーンや綿あめを作って食べ
ました。また、いつも楽しんでいる新聞や風船を使った遊びを家族の皆さんとた
くさん体験していただきました。

最後にサンタさんと記念写真を撮ったあと、
お楽しみのプレゼントを一人ひとりに渡しても
らい、どの子も笑顔になりました。ありがとう
ございました。


